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学認クラウドとは
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◼ クラウドの導入・利活用を支援するサービス
◼ 導入段階や目的ごとにサービスを提供している
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学認クラウドオンデマンド構築サービス（OCS）とは

◼ オンプレミスやクラウド（IaaS）上にアプリケーション環境を構築するサービス
◼ 仮想コントローラ（VCコントローラ）を操作することで、複数クラウドにまたがる仮想プライベー
トネットワーク（VPN）の構築を行い、その上に統一的な方法で計算資源の確保が可能

◼ コンテナを活用することで、OCS基本機能およびアプリケーションのデプロイを容易に

◼ Jupyter Notebook を用いてVCコントローラの操作が可能
◼いくつかのアプリケーション環境は、NIIが環境構築用のテンプレートを開発・共有している
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OCSを用いた環境構築例（Python実習環境）
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図表を組み合わせた説明を挿入できる

VCコントローラを操作するスクリプトを組み
込んで実行が可能。必要に応じてカスタマイ
ズも出来る



モニタリング機能

◼ OCS基本機能およびアプリケーションを提供するコンテナのモニタリング情報をそれぞれ提供

◼ アプリケーションの収容設計を支援

OCS基本機能を提供するコンテナ毎の情報 アプリコンテナ毎の情報
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アプリケーション環境構築テンプレート
◼ 講義演習環境

◼ Moodle環境（構築+アップデート）

◼ NII開発のJupyterHubベースの講義演習システムCourcewareHub環境

◼ 小中規模のグループ向けのThe Littlest JupyterHub環境

◼ HPC環境
◼ Slurm クラスタ（+ Open OnDemand）

◼ 計算資源補完

◼ 機械学習を用いた手書き数字認識システム
◼ GPUベースの学習システム+CPUベースの認識システムの構築例

◼ 各テンプレートはGithubで公開中
◼ https://github.com/nii-gakunin-cloud/ocs-templates
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OCSの課題
◼ 利用体験の提供

◼ 試してみないと導入する価値があるのか判断できない

◼ 各テンプレートの改善・新規テンプレートの開発
◼ 公開して終わりではなく、継続的なサポートが重要

◼ 利用者からのフィードバックが必須
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課題解決に向けた取り組み

◼ ハンズオン開催
◼ 講義演習環境をはじめとした環境構築のハンズオンを継続的に開催

◼2024年2月広島大学（Open Ondemand）

◼2023年12月 NII（JupyterHub）

◼2023年8月北海道大学（Open Ondemand）

◼ 今年度も講義演習環境等を構築するハンズオンを開催予定
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2024年2月に広島大学で開催されたハンズオンの様子



課題解決に向けた取り組み

◼ 各テンプレートの改善
◼ LMS（Moodle）テンプレート

◼パスワード認証に加えてShibboleth認証にも対応

◼ CourcewareHubテンプレート
◼授業がない時にノードの電源をオフにする縮退運用が可能に

◼ 計算資源補完テンプレート
◼mdx対応

◼ 新規テンプレートの開発
◼ 山口大学と共同で、Web型プログラミング演習システム構築・運用を行うテンプレート
を研究開発中
◼Web 型プログラミング教育システムの一般公開に向けた改修（AXIES2023）

◼Web 型プログラミング演習環境のハイブリットクラウド運用に向けた調査，及びOCS テンプレート開
発（AXIES2023）
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公開情報

◼ Webページ (利用詳細はこちらへ)
◼ https://cloud.gakunin.jp/ocs/

◼ 公開テンプレート
◼ https://github.com/nii-gakunin-cloud/ocs-templates/

◼ チュートリアル (過去のハンズオン教材)
◼ https://github.com/nii-gakunin-cloud/handson/

◼ https://nii-gakunin-cloud.github.io/handson/ （自習用、一部教材のみ）

◼ ポータブル版のGitHub URL
◼ https://github.com/nii-gakunin-cloud/ocs-vcp-portable

◼ 拡張ライブラリ（mdx REST APIを操作するライブラリ）のGitHub URL
◼ https://github.com/nii-gakunin-cloud/mdx-rest-client-python
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よろしければ、OCSユーザ登録をお願い致します！
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◼ ご登録頂ければ、OCSに関する各種情報
（OCSハンズオンセミナー、ユーザーズ
ミーティング）をお送りさせていただきます

◼ OCS利用を検討中の状態でも大丈夫です

https://reg.nii.ac.jp/m/ocs_user_registration 



◼各種お問い合わせはNIIクラウド支援室
cld-office-support@nii.ac.jp まで
◼講義演習環境テンプレートに関する要望や、
新規テンプレート要望もお待ちしております！
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